
自
民
党
の
萩
生
田
光
一
政
調
会
長
は
、

10
月
17
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
、
軍

事
費
の
国
内
総
生
産(

Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２

％
以
上
へ
の
増
額
に
関
し
、
国
債
で
賄

う
こ
と
の
議
論
を
念
頭
に
「
２
％
で
は

足
り
な
い
、
国
の
意
思
で
増
額
し
必
要

な
防
衛
力
を
装
備
し
て
ゆ
く
こ
と
」
、

ま
た
同
氏
は
、
北
朝
鮮
や
中
国
が
軍
事

的
挑
発
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
で
岸
田
首
相
に
、

「
反
撃
能
力
を
含
め
求
め
、
「
相
手
が

断
念
す
る
ま
で
侵
略
を
排
除
し
続
け
る

だ
け
の
能
力
を
持
つ
こ
と
自
衛
隊
の
施

設
整
備
」
な
ど
を
求
め
、
岸
田
首
相
は

「
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
継

戦
能
力
の
維
持
は
大
変
重
要
」
な
ど
と

応
え
ま
し
た
。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
「
台
湾
有
事
」

な
ど
を
理
由
に
岸
田
政
権
は
、
今
後

５
年
間
で
軍
事
費
を
２
倍
に
増
大
さ

せ
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２

％
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

軍
事
費
を
倍
増
さ
せ
る
と
日
本
は

米
・
中
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
の
軍
事

大
国
に
踊
り
出
ま
す
。

99
ヶ
国
の
国
と
地
域
で
コ
ロ
ナ
対

策
や
物
価
高
騰
の
対
策
と
し
て
消
費

税
に
あ
た
る
付
加
価
値
税
を
減
税
し

て
い
ま
す
が
、
岸
田
自
公
政
権
は

「
社
会
保
障
の
財
源
」
を
口
実
に

「
消
費
税
の
減
税
を
」
の
国
民
の
声

に
頑
な
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

国
の
23
年
度
予
算
の
各
省
庁
か
ら

の
概
算
要
求
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
般
会
計
総
額
は
９
年
連
続
で
１
０

０
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

自
民
党
が
参
院
選
で
「
２
％
以
上

の
防
衛
予
算
を
」
の
公
約
通
り
過
去

最
高
の
軍
事
費
と
す
る
一
方
で
、
社

会
保
障
な
ど
国
民
生
活
を
支
え
る
予

算
は
抑
え
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
医
療
対
策
な
ど
逼

迫
を
招
い
た
教
訓
を
生
か
さ
ず
。
コ

ロ
ナ
禍
で
も
消
費
税
を
財
源
に
し
て
、

「
病
床
機
能
再
編
事
業
」
の
名
の
も

と
に
病
床
削
減
や
医
療
機
関
の
統
廃

合
へ
固
執
し
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
深
刻
な
人
手
不
足

の
問
題
で
も
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

加
速
な
ど
の
事
業
の
増
加
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
抜
本
的
な
増
員
は
示
さ
な

い
ま
ま
で
す
。

高
齢
化
社
会
で
当

然
増
え
る
社
会
保
障
費
の
「
自
然
増

分
」
の
削
減
路
線
で
22
年
度
の
６
６

０
０
億
円
か
ら
５
６
０
０
億
円
に
圧

縮
さ
れ
ま
し
た
。
。

「
全
世
帯
型
社
会
保
障
」
推
進
と
称

し
て
高
齢
者
へ
の
更
な
る
負
担
を
強

い
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
「
軍

事
費
で
な
く
、
社
会
保
障
・
国
民Ð

生

活
に
税
金
を
使
え
」
、
暮
ら
し
を
守

れ
！
、
今
や
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
。

統
一
協
会
の
策
動
は
地
方
議
会
に

も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
来
る
べ
き
い
っ
せ
い
地

方
選
挙
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
命
を

守
る
選
挙
戦
で
す
。
消
費
税
減
税
・

イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を
掲
げ
る
勢
力
の

勝
利
へ
「
な
く
す
会
」
の
不
屈
の
力

を
発
揮
し
て
、
世
論
を
燃
え
が
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会
は
11
月

５
日
、
第
33
回
総
会
を
東
商
連
会
館
３

階
大
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。

34
年
不
屈
に
闘
っ
て
き
て
志
半
ば
に

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
に
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
後
、
常
任
世
話
人
の
報
告
と

提
案
が
発
表
さ
れ
、
討
論
。

こ
の
一
年
間
、
岸
田
自
公
政
権
の
暮

ら
し
と
平
和
破
壊
の
政
治
と
闘
い
、
消

費
税
５
％
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
の
草
の

根
の
運
動
を
す
す
め
て
き
た
こ
と
、
参

院
議
員
選
挙
を
中
心
に
増
税
反
対
の
世

論
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
き
た
こ
と

を
確
信
に
、
６
ケ
月
後
の
地
方
選
の
勝

利
で
５
％
実
現
と
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を

勝
ち
取
ろ
う
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
討
論
に
移
り
、
毎
月
の
定

例
宣
伝
、
パ
ン
フ
を
使
っ
た
学
習
会
、

豊
富
な
対
話
で
増
税
反
対
の
世
論
づ
く

り
な
ど
草
の
根
で
の
豊
か
な
経
験
が
発

表
・
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
廃
止
東
京
各
界
連
の
挨
拶
、

全
国
の
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
さ

れ
、
国
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
参
加
者
全

員
で
確

認
、
次

期
役
員

を
選
出

し
て
新

た
な
出

発
を
誓

い
閉
会

し
ま
し

た
。

「
NO
消
費
税
」
を
ご
購
読
い
た
だ
き
、
消
費
税
を
な
く
す
運
動
に
ご
尽

力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

岸
田
内
閣
の
「
安
倍
国
葬

」
「
旧
統
一
協
会
」
ま
み
れ
、
賃
金
上
が

ら
ず
物
価
高
騰
、
支
持
率
急
落
で
政
治
変
革
の
潮
目
が
変
わ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
参
院
選
挙
で
は
自
公
以
外
の
す
べ
て
の
政
党
が
減
税

を
政
策
に
掲
げ
、
そ
の
合
計
が
比
例
票
で
自
公
を
三
五
〇
万
票
を
上
回

り
ま
し
た
。
我
々
の
不
屈
の
運
動
が
浸
透
し
始
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
景
気
回
復
の
最
大
の
効
果
は
消
費
税
５
％
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止

へ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
例
年
恒
例
の
年
末
活
動
強
化
募
金
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
NO
消
費
税
」
東
京
版
の
発
行
を
保
障
す
る
た

め
の
主
な
財
源
で
す
。
ご
理
解
の
上
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。２

０
２
２
年
12
月
１
日

消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会

（
僭
越
な
が
ら
振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

年
末
活
動
強
化
募
金
へ
の
訴
え

消
費
税
は
減
税
せ
ず

膨
大
な
軍
事
費
拡
大
を
ね
ら
う

JR
巣
鴨
駅
定
例
宣
伝

軍
事
費
で
な
く
社
会
保
障
・
国

民
生
活
に
税
金
を
使
え
の
声
を

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
増

税
勢
力
を
後
退
さ
せ
よ
う

軍
事
費
２
％
で
も
足
り
な
い

あ
の
東
京
八
王
子
出
身
、
統
一

協
会
ズ
ブ
ズ
ブ
の
萩
生
田
光
一

議
員
が
大
軍
拡
を
迫
る

2022・12・１
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５
％
減
税
が
最
高
の
景
気
対
策
！

10
月
24
日
、
JR
巣
鴨
駅
、
全
国
と
東

京
の
会
の
定
例
宣
伝
。

「
景
気
回
復
に
は
消
費
税
減
税
が
一
番

効
果
が
あ
る
、
減
税
は
99
ヶ
国
で
実
施

さ
れ
、
世
界
の
流
れ
だ
」
と
訴
え
ま
し

た
。
「
私
は
年
金
暮
ら
し
、
す
べ
て
の

も
の
が
次
々
あ
が
っ
て
、
買
い
物
い
く

の
が
怖
い
」
と
語
っ
て
署
名
さ
れ
て
い

か
れ
ま
し
た
。

JR巣鴨駅定例宣伝

東 京 版



六
郷
の
会
の
定
例
宣
伝
。
参
院
選
で

示
さ
れ
た
民
意
は
消
費
税
の
減
税
で
す
。

減
税
を
掲
げ
た
政
党
の
得
票
が
自
公
の

増
税
推
進
よ
り
３
５
５
万
票
も
上
回
り

ま
し
た
。

岸
田
首
相
の
「
安
倍
国
葬
は
国
会
の

議
決
を
経
ず
に
強
行
し
た
の
は
憲
法
違

反
！
。
９
人
の
弁
士
が
次
々
訴
え
ま
し

た
。
高
校
生
が
４
人
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
、
君
た
ち
消
費
税
５
％
」
に
下

げ
た
方
が
い
い
？
」
と
声
を
か
け
る
と
、

若
者
が
「
下
げ
て
ほ
し
い
」
と
返
事
が

き
ま
し
た
。
一
緒
に
写
真
に
入
り
、
署

名
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
20
代
の

若
者
グ
ル
ー
プ
３
人
も
ず
ー
っ
と
聞
い

て
い
て
署
名
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
連
帯

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

首
都
・
東
京
の
会
の
宣
伝
・
対
話
、

学
習
、
他
団
体
と
の
共
同
、
議
会
請
願

な
ど
で
の
先
進
的
な
活
動
や
、
会
報

『
ノ
ー
消
費
税
』
読
者
の
拡
大
、
配
達
・

集
金
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
侵
略
か
ら
８
か

月
、
国
民
の
３
分
１
が
避
難
す
る
事
態

と
な
り
、
収
束
の
見
通
し
が
た
ち
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
岸
田
自
公
政
権
は
、
そ

の
機
に
乗
じ
て
軍
事
費
を
２
倍
に
し
、

憲
法
改
悪
を
進
め
日
本
を
戦
争
で
き
る

国
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
財
源
は
消
費
税
増
税
や
年
金
引
き

下
げ
・
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
２
倍
化
、
介
護
の
負
担
増
な
ど
社
会

保
障
費
の
削
減
で
す
。

い
ま
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
の
暴
挙
、

異
常
円
安
に
よ
っ
て
物
価
値
上
げ
は
、

年
内
２
万
品
目
と
な
り
、
「
買
い
物
に

行
く
の
が
怖
い
」
と
悲
鳴
が
あ
が
り
、

「
せ
め
て
消
費
税
は
半
分
に
」
の
切
実

な
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
岸
田
自
公
政
権
は
、
消
費

税
減
税
は
拒
否
し
、
広
範
な
業
者
、
農

漁
民
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
を
廃
業
に

追
い
込
み
、
さ
ら
な
る
増
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
を
来
年
10
月
か
ら
導
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
99
カ
国
と
地
域
で
付
加
価

値
税
（
消
費
税
）
減
税
が
実
施
・
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
実
施
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

７
月
の
参
院
選
で
は
、
自
公
以
外
の

政
党
が
「
消
費
税
減
税
・
廃
止
」
を
公

約
し
、
そ
の
得
票
は
自
公
よ
り
３
５
５

万
票
上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
国
民
の

声
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岸
田
自
公
内
閣
は
、
「
コ
ロ
ナ
、
物

価
対
策
の
無
策
」
「
安
倍
元
首
相
の

『
国
葬
』
強
行
」
「
自
民
党
・
政
府
と

統
一
協
会
と
の
癒
着
」
で
支
持
が
急
落

し
て
い
ま
す
。
つ
い
に
国
民
世
論
の
高

ま
り
と
野
党
の
国
会
論
戦
で
山
際
経
済

再
生
大
臣
を
辞
任
に
追
い
込
み
ま
し
た
。

か
つ
て
１
９
８
７
年
、
当
時
の
中
曽

根
内
閣
が
売
上
税(

消
費
税
の
前
身)

を

出
し
て
き
た
時
、
統
一
地
方
選
挙
で
自

民
党
の
道
府
県
・
市
区
町
村
議
員
を
２

９
４
人
減
ら
し
、
売
上
税
を
断
念
さ
せ

ま
し
た
。

来
春
は
統
一
地
方
選
挙
、
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
「
消
費
税
５
％
に
減
税
」
「
イ

ン
ボ
イ
ス
中
止
」
を
地
方
選
挙
の
争
点

に
押
し
上
げ
、
要
求
が
一
致
す
る
政
党
・

議
員
を
躍
進
さ
せ
、
減
税
・
イ
ン
ボ
イ

ス
中
止
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
９
条
改
憲
を
許
さ
ず
、
「
消

費
税

憲
法
変
え
れ
ば

戦
争
税
」
と

さ
せ
な
い
よ
う
に
活
動
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。東

京
の
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
11
月
５
日

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会

事
務
局
長

前
沢

淑
子

。

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会
か
ら
東
京
の
会
へ
の
総
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

融
緩
和
を
続
け
て
い
る
の
は
日
本

だ
け
で
す
。

岸
田
首
相
は
「
円
安
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
」
と
称
し
て
、
物
価
高

の
原
因
に
対
策
を
打
と
う
と
し
ま

せ
ん
。

黒
田
日
銀
総
裁
は
２
０
１
３
年

の
就
任
当
初
か
ら
異
次
元
緩
和
に

つ
い
て
「
賃
金
が
上
が
れ
ば
緩
や

か
に
物
価
が
上
昇
し
て
ゆ
く
」
と

語
り
ま
し
た
が
、
い
ま
起
き
て
い

る
の
は
賃
金
が
あ
が
ら
ず
、
物
価

だ
け
が
急
騰
す
る
最
悪
の
イ
ン
フ

レ
で
す
。

実
質
賃
金
は
１
９
９
７
年
を
ピ
ー

ク
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
全
労
連

は
23
春
闘
の
目
標
に
２
万
５
千
円

以
上
の
賃
上
げ
を
提
起
し
ま
し
た
。

大
企
業
の
内
部
留
保
は
３
月
末

で
４
８
４
兆
円
過
去
最
高
で
あ
り

内
部
留
保
４
８
４
兆
円
の
一
部
を
賃
上
げ
に

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
異
次

元
の
金
融
緩
和
」
で
日
本
銀

行
が
巨
額
の
国
債
を
買
い
取
っ

て
大
量
の
お
金
を
金
融
市
場

に
供
給
す
る
こ
と
で
超
低
利

と
円
安
を
誘
導
し
、
海
外
投

資
家
に
よ
る
日
本
株
買
い
を

促
し
ま
し
た
。

日
銀
と
公
的
年
金
積
立
金

の
二
大
公
的
マ
ネ
ー
を
株
式

市
場
に
と
い
う
こ
と
と
相
ま
っ

て
、
株
価
を
釣
り
あ
げ
ま
し

た
。
大
企
業
、
資
産
家
は
株

高
で
大
も
う
け
し
ま
し
た
が
、

賃
金
は
上
が
ら
ず
、
格
差
が

広
が
る
ば
か
り
で
す
。
日
本

の
経
済
も
止
ま
っ
た
ま
ま
で

す
。世

界
の
お
も
な
中
央
銀
行

の
中
で
い
ま
だ
大
規
模
な
金

み
ん
な
の
声
で
政
治
を
変
え
よ
う
！

六
郷
の

会
宣
伝

六郷の定例宣伝

労
働
者
に
還
元
す
べ
き
で
す
。
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
増
え
た
大
企
業
の

内
部
留
保
か
ら
賃
上
げ
や
設
備
投
資
を

控
除
し
た
上
で
時
限
的
に
課
税
す
る
こ

と
、
大
企
業
の
賃
上
げ
を
促
す
る
と
共

に
、
課
税
で
生
ま
れ
る
10
兆
円
の
財
源

を
中
小
企
業
の
賃
上
げ
支
援
に
充
て
、

最
低
賃
金
を
全
国
一
率
１
５
０
０
円
に
。

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
が
実
現
し

消
費
税
を
な
く
す
板
橋
の
会
と
消
費

税
廃
止
板
橋
連
絡
会
は
、
26
日
、
本

蓮
沼
駅
前
で
定
例
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。10

月
以
降
２
万
品
目
の
値
上
げ
は

一
世
帯
10
円
の
負
担
増
に
な
る
と
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
は
報
じ
て
い
ま
す
。
物

価
高
騰
は
消
費
税
の
上
乗
せ
に
な
る

か
ら
で
す
。
消
費
税
減
税
は
絶
対
必

要
で
す
。
99
ヶ
国
で
減
税
政
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
「
直
ち
に
減
税
を
や
れ

と
迫
り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
て
署
名

21
人
、
ビ
ラ
160
枚
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
万
品
の
値
上
げ
は

10
万
円
の
負
担
増

板
橋
の
会
の
定
例
宣
伝

ま
す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
を
賃
上
げ

に
活
用
す
る
の
は
政
治
の
責
任
で
す

賃上げで暮らしを守ろう！


